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田楽法師の伝承  
―日光山の千万歳を中心として― 
 
吉村 旭輝 
 
1 はじめに 
私はこれまで、日光東照宮の春秋の例大祭に出仕している日光山の田楽法師と、日光東
照宮で徳川家康の年回忌ごとに行われる御神忌祭に出勤していた畿内の田楽法師が、それ
ぞれにパトロンである徳川幕府や日光東照宮とどのような関係を有していたのかというこ
とを解明しようとしてきた。その中で、日光東照宮御神忌祭への畿内の田楽法師の出勤の
理由は、仮定として、①天台宗による日光山の復興、②豊臣家への徳川幕府による牽制(豊
国神社臨時祭礼への対抗意識)、③田楽法師側の金銭の獲得といったさまざまな立場による
思惑が入り乱れた出勤であったことが考えられる。 
これらのさまざまな立場による思惑は、畿内の田楽法師のみに適応されるのではないか
と考えている。その理由は、以下に簡単にまとめてみた。 
 
①天台宗による日光山の復興 
中世以来、天台宗の大寺院では、常行堂において正月の修正会でさまざまな芸能が行わ
れていた。とりわけ日光山では田楽躍を含むさまざまな芸能が行われていたことが記録
として残っている。しかし、それらの芸能は次第に姿を消すことになる。そして、元和
年間に徳川幕府によって日光山が復興した頃には、ほとんどの芸能が姿を消していた。
この元和年間の復興は、天台座主であった天海が主導して行われた。そのため、天台宗
系の山王神道をもとにした山王一実神道が創出され、その際に必要となった新たな祭礼
のなかで田楽躍が新たに組み込まれた。 
②豊臣家への徳川幕府による牽制(豊国神社臨時祭礼への対抗意識) 
元和 3 年（1617）、日光東照社一周忌御神忌祭が行われた。この祭礼が行われる 13 年前
の慶長 9 年（1604）8 月 14 日の豊臣秀吉の 7 回忌に豊国神社臨時祭礼が行われた。また、
慶長 15 年（1610）に行われた豊臣秀吉の 13 回忌の祭礼、そして慶長 19 年（1614）の 17
回忌の祭礼に畿内の田楽法師は出勤していた。このことは日光山の祭礼の創出にも大き
な影響を与えているのではないか。つまり、豊臣家恩顧の大名が数多く存在していた元
和 3 年（1617）の御神忌祭は、これらの大名を牽制するべく、豊国神社臨時祭礼に匹敵
する、あるいはそれを超える規模の祭礼にする必要があったのではないか。そして、豊
国神社臨時祭礼への徳川幕府による対抗意識がはたらき、畿内の田楽法師を御神忌祭に
出勤させることになったのではないか。 
③田楽法師側の金銭の獲得 
御神忌祭が創始した時期は、上記の理由から徳川幕府から祭礼に出勤を依頼される存在
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であった。しかし、豊臣家恩顧の大名が次第に減少し、御神忌祭での必要性が時の経過
とともに薄れていく。そんな中、畿内の田楽法師は畿内各地の祭礼への出勤だけでは生
活が困難になっていく。この当時の現状については、宝暦 5 年（1755）の「田楽法師由
来之事」には次のように記載されている。1 
 
往古ハ本座十三人、新座十三人都合二十六人比叡山麓江州坂本村に致居住候得共
段々衰微仕諸國へ離散致候、其時代ハ何頃と申事一切相知れ不申候、太閤秀吉様
御在世中大坂御城にて御前へ被召出田楽相勤候節ハ大津村ニ罷在候事ハ分明ニ御
座候、 
＜中略＞ 
一毎年霜月南都春日明神御祭礼之節二十六人之数相揃出勤仕候、本座之一﨟御門主
様へ御目見奉申上、祭礼之場にて田楽之式并能五番相勤申候、御神事下行現米五
十石外ニ二十六人之装束不残面々拝領仕候、別紙目録ニ相見申候事、 
一毎歳四月十七日紀州和歌浦東照権現様御祭礼人数六人罷上田楽相勤申候、四月
中ノ申之日比叡山王祭人数三人出勤仕候、五月廿八日摂津住吉大明神御田植神
事ニハ六人参勤仕候、右何れも古来よりの相定ニ候、下行米頂戴仕候事、 
一於日光山大権現様御神着之節ハ毎度人數六人出勤仕候、道中御傳馬御證文頂戴仕
来候、正徳五年御百年忌之節装束道具并御布施金子百両、上下之路用逗留中入用
等迄拜領仕候、別紙目録に相見え申候、 
一往古ハ記録沢山所持仕候処、八十年計以前紀州居住之者共方ニテ不残焼失仕候、
只今松阿弥致所持記録文安三年記 応永十三年記書写指上申候、往古ハ御上々様へも出入仕、甚致
繁昌候趣、当時四座之能太夫之類と相聞申候、然ども只今ハ相定候禄も無御座
祭礼下行而巳にてハ渡世も難仕故百姓兼農業ニ而家名相続仕候、依之委細之訳
一向覚不申候、 
 
このように、畿内の田楽法師の出勤場所と生活の状況については、ある程度の出勤目的
の把握の見当がついている。しかし、日光山の田楽法師がどのような目的で出仕していた
のであろうか、またどのような人物なのかということは未だに解明ができていない。そこ
で、この問題を解明するための手がかりの 1 つとして、日光山の田楽法師が有する伝承を
検証することによって、日光山の田楽法師がどのような過程を経て出仕するようになった
のかということを考えたい。 
日光山の田楽法師はもともと京都の田楽法師であり、兄弟 2 人で日光山へ移住し、その
後宮仕として奉仕してきた家柄である。この宮仕という職掌は中世の日光三社権現で一社
につき 10 人(計 30 人)が奉仕していたと伝えられている。たとえば宮仕が日光山において重
要な職掌であり、世襲制によって代々受け継がれているのであれば、京都から来た田楽法
師が宮仕に入り込む余地はない。しかし日光山の場合、中世から近世にかけて主体となる
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神社が日光山三社権現から日光東照宮へ変わり、宮仕の人数も 30 人から 10 人に減った。
したがって、この転換期に乗じて日光山の田楽法師が日光東照宮に宮仕として入り込んだ
とも考えられるのである。 
ここでは、日光山の田楽法師の出自の問題と中世から近世への移行期での千万歳の宮仕
に取り立てられた問題点をまず解決したい。この作業から日光山の田楽法師がどのような
過程を経て出仕するようになったのかということにある程度の結論を見出すことができる
であろう。さらにその結果として、日光山の田楽法師に課せられた出仕の過程のみならず、
伝承と出仕の相互規定的な関係をも解明する手がかりを得ることができるのではないかと
考えている。 
 
2 日光山の田楽法師 
2－1 日光東照宮の祭礼 
日光山は天平神護 2 年（767）に勝道が男体山（二荒山）への登頂を目指して、大谷川を
渡った山麓に地主神を祀った本宮を創建し、またその隣接した場所に神宮寺（四本龍寺）
を建立したことが開基とされている。その後、空海によって弘仁 11 年（820）に滝尾社、嘉
祥 3 年（850）に恒例山麓に新宮（後の日光二荒山神社）がそれぞれ建立され、以降日光山
は、日光三社権現となった。さらに、元慶 2 年（878）に円仁が三仏堂を創建し、日光山は
天台宗となった。その後日光山は、神領を有する天台修験の一大拠点として存在していた。
2 
そのころ日光山では、他の天台宗の大寺院（毛越寺や浅草寺など）と同じように比叡山
の山王神道にもとづいた法会を踏襲していた。なかでも正月に常行堂で行われる修正会で
は、摩多羅神を祀るべくさまざまな芸能が僧侶によって執り行われていた。3 
しかし、この法会もいつしかなくなり、日光山は冬の時代を迎えることとなる。天正 18
年（1590）豊臣秀吉は、小田原の後北条氏を討伐しようと関東に大軍勢を送り込む。この
時、日光山は後北条氏方についた鹿沼の壬生氏と関係が深かったため、日光山も後北条氏
方となった。その後、後北条氏は豊臣秀吉に滅ぼされ、日光山は豊臣秀吉からの弾圧を受
けることとなる。4その弾圧の内容は、大幅な神領の没収であった。それまで日光山が神領
としていた 18 万石の神領は、日光門前と山内、そして足尾郷の 700 石を残すのみとなった。
この神領の没収はさまざまな形で日光山に影響を与えた。それまで約 300 院あったとされ
ている寺坊がわずか 9 ヶ院となり、日光山はおのずと奉仕していた宮仕、神人の減少をも
余儀なくされたのである。この日光山の急激な衰退は元和 3 年（1617）に東照社が創建さ
れるまでの 27 年間にわたって続くこととなった。 
この衰退期に終止符を打つきっかけが先述の元和 3 年（1617）の東照社の創建である。
この創建に至る契機は豊臣秀吉死後の豊臣家と対抗した徳川家康による日光山の庇護であ
った。まず徳川家康は、慶長 14 年（1609）に日光山の山領を安堵する。そして、慶長 18
年（1613）には天海を日光山貫首に命じた。さらに、元和 2 年（1616）4 月に徳川家康が死
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去すると徳川秀忠は徳川家康の遺言を受けて、日光山に東照社（東照大権現）を創建する。
つまり、日光山は徳川家によって復興されたのである。そして元和 3 年（1617）、久能山か
ら日光山へ徳川家康の遺骸を移す際に日光山では小祥祭が執り行われたのであった。この
小祥祭が一周忌御神忌祭にあたるのである。この御神忌祭は、天海が山王神道をもとにし
て創始した山王一実神道にもとづいて創始された。5その後、御神忌祭は徳川家康の年回忌
ごとに行われ、また春秋には例大祭が行われるようになったのである。 
 
2－2 日光山の田楽法師の出仕 
このように東照社（東照宮）を中心に行われるようになった祭礼は、「百物揃武者行列」
と現在でも呼ばれているほど、武者行列、鷹匠、猿牽きなどの様々な格好の行列とともに
現在も輪王寺で行われている延年の舞や田楽といった芸能も行われた。6これらの芸能は日
光山の修正会で過去に行われていた芸能と共通している。 
東照宮の祭礼で行われた田楽は、畿内の本座、新座の田楽法師たちが日光山に招かれて
演じていた。しかし、祭礼ごとに日光山を訪れるわけにもいかず、畿内の本座、新座の田
楽法師たちは徳川家康の年回忌の大祭のみに招かれて田楽を演じた。毎年春秋の例大祭に
は本座、新座のなかから日光山に移り住んだとされる田楽法師が田楽を演じたのである。
この田楽法師は日光山に移り住んだ家中で世襲しながら春秋の例大祭と徳川家康の年回忌
の大祭で田楽法師役を務めていた。そして、この田楽法師はその役を務めるにあたっての
口伝による由緒を現在もなお保持している。この由緒は植田孟縉が天保 7 年(1836)に書いた
「日光山志」に記されている。その内容は以下の通りである。 
 
先年京都田楽法師の内一人当山へ留めさせ玉ひ千万歳とかいえるものゝ子孫をば常に
宮仕に被仰付 御宮へ勤め両度の御神事の時は田楽法師の役にて供奉せり此当京都に
すめる時の其称号千寿万歳又十万歳百万歳万々歳などと名乗るといえり 
 
この「日光山志」は日光山を紹介した現在でいうところの観光ガイドブックにあたる。こ
こに挙げた記載は植田孟縉が日光山の田楽法師を取材して彼らの発言にもとづいて記載さ
れたものであろう。したがって、記載内容は田楽法師が伝承してきた口伝を忠実に記載し
たものである。 
それでは、「日光山志」に記載された田楽法師が伝承してきた口伝がどのようなものであ
ろうかということの要点をまとめてみたい。 
① 京都の田楽法師が日光山に移住。 
② 千万歳の子孫を日光東照宮の宮仕とした。 
以上、この 2 点が伝承されてきた口伝の骨格をなす部分である。 
この伝承されてきた口伝は日光山の田楽法師がなぜ東照宮の祭礼に出仕したのかという
理由を知るための手がかりとなる。そのため、伝承と出仕の関係を明らかにするための第
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一の手段として、この口伝されてきた伝承の分析が必要となる。それでは先にあげた伝承
の骨格をなす部分を上記した項目にしたがって分析を試みたい。 
 
3 田楽法師の伝承 
3－1 京都から移住した田楽法師 
これらの記載を実証する術は見当たらない。しかし、千万歳がいつ頃日光山に移住した
のかということは、天正 20 年(1592)に 156 代瀧尾上人光樹坊昌永が記した「瀧尾山旧記」
から見当をたてることができる。「瀧尾山旧記」には次のように記されている。 
            
正月元日 
一、宮仕・セントウ九重ノモリ物二セン・金瓶子一双・二種肴六セン出ス、赤飯一
セン宮仕ニ出ス、 
         《中略》 
            三日 
一、センマンサイニトカ柱ノ九重ノモリ物、代百文ソヘテ出ス、近年ハ千万歳給候、 
 
このように、「センマンザイ」が正月の拝謁のおりに日光山の瀧尾において「柱ノ九重ノモ
リ物、代百文」というもてなしを受けている。このことから、千万歳（センマンザイ）は
天正 20 年(1592)以前には日光山に来ていたことがわかる。 
この天正 20 年(1592)という時期は、先述のとおり日光山は冬の時代をむかえた直後であ
った。この頃日光山では、寺坊や神領の激減によってそれまで新宮権現、滝尾権現、本宮
権現にそれぞれ 10 人ずつ奉仕していた合計 30 人の宮仕が 10 人に、また八乙女 8 人、神楽
男 5 人を含め 300 人が奉仕していた神人も僅か 50 人に激減していた。この日光山の混乱期
に乗じて、千万歳は日光山に登場し、宮仕として取り立てられたと考えることはできない
であろうか。それでは伝承の 3 点目の骨格、千万歳が宮仕に取り立てられたことについて
分析を試みたい。 
 
3－2 宮仕としての千万歳 
・宮仕（中世） 
日光山の宮仕は貞観年間(859―876)から日光山三社権現に奉仕してきた家柄とされてい
る。この宮仕は、鈴木静(1983)や柴田勝久(1983)は日光三社権現の一社につき10人、合計30
人が勤仕していたとしている。その主な仕事は、鎌倉時代には毎年正月に三社権現神前の
鏡餅を一社につき1人つまり合計3人の宮仕が日光山から鎌倉へ持参することが重要な任務
であったらしい。7 
しかし先述の通り、天正18年（1590）の小田原攻めにおける秀吉の日光山への大弾圧を
うけて、それまで新宮権現、滝尾権現、本宮権現にそれぞれ10人ずつ奉仕していた合計30
人の宮仕が10人となった。 
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・宮仕（近世） 
大野瑞男(1979)は東照宮の「社家御番所日記」を用いて宮仕が元和3年(1617)、「本宮仕方
正道之筋目ニ紛無之者計」としてその10人が召出され、それ以降正式に東照宮の宮仕とし
て10人となったとしている。8つまり、中世以来の宮仕のうち10人が東照宮の宮仕となった
としているのである。しかし、世襲によって中世以来の宮仕の職が踏襲されているのであ
れば、京都の田楽法師が宮仕として召し抱えられることなど考えられないのではないか。
中世から近世にかけての日光山は、主体となる神社が日光山三社権現から日光東照宮へ変
わり、宮仕が自らの出自をあきらかにするために「本宮仕方正道之筋目ニ紛無之者計」と
いう言葉を掲げた。そして、日光山の転換期に乗じて千万歳やその他の人物が東照宮に宮
仕として入り込んだとも考えられるのではないか。 
 
4 出自が不明な宮仕 
 前章で述べたとおり日光山の田楽法師は、日光山の転換期に乗じて宮仕として日光山の
組織に入り込んだと考えている。それを補足するべく、1 つの史料を挙げておきたい。 
慶応 4 年(1868)の「宮仕仲間代數書上帳」である。9この史料は、明治になる直前に日光東
照宮の宮仕が自分たちの由緒をまとめて記したものである。これをみれば彼らの由緒が分
かる。そして、彼らは本当に日光山の転換期に乗じて宮仕として日光山の組織に入り込ん
だのかという疑問を解決することができると考えている。 
その「宮仕仲間代數書上帳」には以下のとおりである。 
   
私共儀仲ヶ間一同、往古より日光三社大権現之宮仕に罷在候処、元和三巳年東照大権
現御鎮座之砌、当国佐野領迄召寄せられ御供奉仰付けられ、御宮並びに東照権現両御
社宮仕に仰付けられ勤仕し奉り候 
     御配當高 拾五名 
     御扶持方 三人扶持 
 先祖十萬歳より私迄七代奉勤仕候         平野右門 
 先祖宅翁より私迄九代奉勤仕候          阿部左近 
 先祖八萬歳より私迄九代奉勤仕候         平野左仲 
 先祖千萬歳より私迄十代奉勤仕候         小野貞益 
 先祖龍光より私迄九代奉勤仕候          阿部清雅 
 先祖光智より私迄九代奉勤仕候          和気光徳 
 先祖光福より私迄八代奉勤仕候          松嶋右仲 
 先祖常阿弥より私迄九代奉勤仕候         小野正益 
 先祖蔵教より私迄十一代奉勤仕候         小瀧織江 
先祖千秋より私迄十代奉勤仕候          小野貞齊 
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ここには宮仕 10 人のうち 4 人が「日光山志」に記載された千寿万歳、十万歳、百万歳、万々
歳、また千万歳といった日光山の田楽法師の伝承と共通する先祖を記している。また、こ
こに記された先祖からの代数を慶応 4 年（1868）からさかのぼってみても中世にはたどり
つけない。つまり、宮仕は日光山に中世から近侍する宮仕とは必ずしもいえないのである。 
また、中世の宮仕は日光山内に住んでいるのではなく、神領内の全域に散らばって住んで
いた。それを示す史料が戦国時代末期に成立したとされる「日光山往古年中行事帳」であ
る。そこには日光山に近侍する順番とともに住居の場所が記されている。10 
 
一、宮仕番之次第事 十日番也 
 一番 押原  円徳     二 栃窪 定法 
三  小池  蔵境     四 栃窪 了知 
五  石那田 好高     六 小池 了高 
     以上六人 
 
この当時の宮仕は合計 30 人いたことからここに記された 6 人はほんの一部であろう。しか
し、日光山の番を務めた主要な宮仕は 10 人の本宮仕方であったことからこれら 6 人は元和
3 年(1617)に召し出された 10 人のうち 6 人の先祖ということになる。それでは「宮仕仲間代
數書上帳」に記された 10 人のうち誰の先祖にあたるのであろうか。「宮仕仲間代數書上帳」
に記された 10 人が住んでいた場所から見当を立てることが可能である。それが記された史
料が、文政元年(1818)に記された「日光山森羅録」というものである。11 
 
宮仕拾人               一石那田 和気光膳 大工丁 阿部常仙 
 一高拾五石（宛脱カ）          二大工丁 小野主計 瀬尾  小野主水 
   外三人扶持ッ、今市御蔵渡、              三小池  阿部伊織 大工丁 平野出雲 
                    同    小滝織江 小池  松島多門 
                    大工丁  平野小膳 同   小野清記 
 
このように石那田、小池に住む 5 人の宮仕の住所は「日光山往古年中行事帳」と共通し
ている。しかし、残り 5 人の宮仕は皆、大工丁つまり日光山内に住む宮仕であることがわ
かる。これら大工丁に住む宮仕の先祖の名を見れば、宅翁、千萬歳、千秋、十萬歳、八萬
歳という名で、宅翁以外は「日光山志」で千万歳が京都に住んでいた頃の名と共通点を持
っている。つまり、石那田に住む和気氏、小池に住む阿部氏、小滝氏、松島氏、小野氏以
外は日光山の転換期に乗じて宮仕として日光山の組織に入り込んだのであろう。 
 
5 伝承の疑問点 
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 日光山の田楽法師千万歳は、本当に田楽法師なのか。 
 千万歳は日光山の祭礼に 1 人で田楽法師として出仕していた。しかし、彼は田楽を演じ
ることはなかった。そのことを示す史料がある。畿内の田楽法師が明和 2 年(1765)の百五十
回御神忌祭に出勤したおりの日記である「東照宮様御祭礼御百五十回忌 日光山御祭礼ニ付
田楽願之控」には次のように記されている。12 
 
一、日光住居小野千万歳と申者壱人在之、六日晩よびニ遣し候而相常候（ マ マ ）處、毎年東照
宮 御祭ニ田楽之装束着用いたし烏帽子沓をはき、編木を以御旅をわたり申計ニ
而候と申候事、毎年田楽之名代仕候計、田楽之役義ハ少も不存外ニ役領ハ無壱合
も、毛頭先規之義ハ存不申由被申候事此者常ニ十人中間有而宮寺之役相勤、是ニ
付十人之中間へ知行百五拾石外ニ壱人前ニ三人扶持有之候と被申候然者田楽之末
家ニ而もなく、例年名代相勤候故御扶持被下候御事也 
 
このように千万歳は田楽を演じることもなく、畿内の田楽法師たちには田楽の家柄であ
るという伝承も否定されている。このことから「日光山志」に記された「京都田楽法師の
内一人当山へ留めさせ玉ひ」という伝承に疑問が生じる。 
 千万歳は本当に田楽法師であったのか。それを知る術は今のところ見出せてはいない。
ただ、ここでいえることは千万歳は素性が不明な人物であり、そのような人物がなぜ日光
山に宮仕として取り立てられたのかということである。 
つまり、千万歳は日光山に取り立てられるために自ら由緒を作成し、中世に行われてい
た日光山の田楽を東照宮の祭礼で演じることによって宮仕として取り立てられたのではな
いか。それに便乗して千万歳以外の千寿万歳、十万歳、百万歳、万々歳などと名乗ってい
た人物も同時に宮仕として取り立てられたのではないであろうか。このとき取り立てられ
た宮仕にとって、千万歳の田楽法師としての由緒が必要になってくる。彼らはこの由緒を
利用し、東照宮の祭礼で千万歳が田楽法師を務めることによって自らの立場を確立してい
ったのではないか。 
 
6 おわりに 
日光山の宮仕の一部は、中世から近世への転換期に宮仕として紛れ込んだ出自が不明な
人物であったと考えられる。彼らは田楽法師の千万歳が宮仕となったことに乗じて、千万
歳の田楽法師としての伝承を利用して宮仕となった。彼らにとって千万歳の田楽法師とし
ての出仕は、自らの由緒を強調し、日光山での宮仕という立場を保持するための重要な機
会であった。つまり、伝承があるために出仕が促進され、それらの相互規定的な関係によ
って現在まで伝承されてきたのである。 
このような関係は現在もなお日光東照宮で継続されている。現在日光東照宮の春秋の例
大祭では、今もなお、千万歳の子孫が田楽法師役として出仕し続けている。そしてそれ以
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外の宮仕の末裔たちも祭礼に参加し、それぞれの結束を強めている。 
芸能が継続される理由は地域によって異なることもある。しかし、伝承を有する芸能は少
なからず伝承が自らの由緒となって継続されている。つまり、伝承と芸能（ここでは伝承
と出仕）の双方が密接に結びついて成り立っているのである。そこには伝承の古さなどは
問題ではなく、伝承や芸能がその地域で必要とされているか否かが重要である。したがっ
て、芸能の存続は伝承の存続と結びつき、それらの相互規定的な関係が芸能存続の基盤と
なっているのではないか。 
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